
第４回 向日市民温水プールあり方検討会議 次第 

 

  日時：令和６年３月２６日（火）    

午後４時～           

場所：永守重信市民会館１階第１会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 事 

（１）前回会議の内容と今後の会議進行の流れについて 

 

 

（２）プールの整備について 

 

 

（３）余剰スペースについて 

 

 

（４）その他 

 

 

３ 閉 会 
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第４回（令和６年３月２６日）

14095
テキストボックス
資料２



１ 前回会議の内容と今後の会議進行の流れについて
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第３回あり方検討会議・内容

・学校プールとして活用することを前提に市民温水プールを再整備する

・既存施設よりも施設規模を縮小する

・次回の会議で施設規模や利用区分、利用料金等の再整備に対する議論を重ねる

・子どもから高齢者まで幅広い世代が利用できる施設とする

・プール以外の余剰スペースの活用についても、要望や提案を行う

・文化財の取り扱いについて、必要な手続きを整理する

■主な内容
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今後の会議進行について

■進行イメージ
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に

           
 

 

必
要
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事
項

前
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議
で
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主
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意
見

再
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備
に
対
す
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意
見

建
設
・
運
営
手
法
の
検
討

意
見
の
と
り
ま
と
め

今回(第４回会議) 次回(第５回会議)

（仮） （仮） （仮）

※次回(第５回会議)の内容は、進行状況によって変更となる場合があります

※最終 2024年6月下旬見込み
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第４回の会議進行について

■議論いただく内容①

 

コ
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ト
と
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備
内
容
の
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理
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回
会
議
で
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意
見

再
整
備
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見

追加すべきコンセプトはないか？

コンセプト…考え方のベース・方向性

■プールのコンセプト（※前回会議で方向性を確認）

・学校の水泳授業での利用を前提に再整備

・子どもから高齢者まで利用できる施設

例えば

環境に配慮した施設
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第４回の会議進行について

■議論いただく内容②

 

コ
ン
セ
プ
ト
と

              
  

整
備
内
容
の
整
理

前
回
会
議
で
の
主
な
意
見

再
整
備
に
対
す
る
意
見

プール及びプール以外(建物内)の整備内容

規模縮小時の余剰スペースの整備

・プールの整備で必要なものは何か？

・プールの利用促進に必要な整備は何か？

必要なもの

検討を要するもの

設置(導入)しないもの
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財政負担と整備期間について

プ
ー
ル
の
み
を
整
備(

付
帯
設
備
無
し)

低 費用(財政負担) 高

プ
ー
ル
以
外
も
多
数
整
備(

多
機
能
化)

■イメージ図

①どのような機能の整備を必要とするのか

②財政負担・多機能化・整備期間のどれを優先するか

③水泳授業の内容検討は含まない(教育委員会で実施)

④早期整備を目指す

機能面を多機能化＝付加価値増

■整備内容を整理する際のポイント

■必要な整備（機能）の考え方

①プールの利用を促進する整備（機能）

②プール関連以外の必要な整備（機能）

＝プールには関連しないが市民ニーズがある整備(機能)

※例：子育て支援関連・防災関連・スポーツ関連等

機能面を多機能化＝時間が掛かる
(整備内容によって時間が必要)

整備までの期間短 長
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２ プールの整備について
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プールのコンセプトについて

・学校プールとして活用することを前提に市民温水プールを再整備する

・子どもから高齢者まで幅広い世代が利用できる施設とする

※前回会議後に各委員から寄せられた意見は
別紙９、別紙１０をご参照ください。

追加すべきコンセプト（会議当日に議論）

「プール」のコンセプト
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プール及びプール以外の整備内容について

25ｍプール(授業に必要な広さ) 幼児用プール

施設利用料金の区分

スロープ（入水時用）

児童用更衣室

採暖室（サウナ）

温浴設備（お風呂） 駐車場(料金制導入)

その他

必要なもの 検討を要するもの
※現時点では結論が出ないものを含む

設置(導入)しないもの

キッズスペース 図書スペースマルシェ等ができるスペース

多目的ルーム

ジャグジー
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プール及びプール以外の整備内容について

必要なもの 検討を要するもの
※現時点では結論が出ないものを含む

設置(導入)しないもの
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３ 余剰スペースについて
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余剰スペースについて

スポーツ関連の整備 子どもの遊具防災関連の整備

周辺まちづくりの内容が未確定のため、まだ整備すべきではない

検討結果

駐車場・既存公園を併せた活用
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【資料１】ゆめパレアむこう施設規模（既存施設）

■向日市民温水プール及び向日市健康増進センター
①施設名称：向日市民温水プール及び向日市健康増進センター

（両施設の総称：ゆめパレアむこう）
②設置経緯：市民の健康増進及び

市民のふれあいを高めることを目的に設置
③敷地面積：約8,474㎡（★）
④建築面積：約3,610㎡（★）

健康増進センター 662㎡
市民温水プール 2,948㎡

⑤延床面積：約4,731㎡（★）
健康増進センター 1,215㎡
市民温水プール 3,516㎡

⑥主な設備：各施設の主な設備は、以下のとおり。
健康増進センター

トレーニング室、スタジオ
受付、更衣室

市民温水プール
屋内温水プール（25ｍ×8コース・幼児用）
採暖室、会議室、受付、更衣室

⑦指定管理料：4,500万円 ※休館前 2021年度(令和３年度）
①向日市民温水プール

②向日市健康増進センター



【資料２】施設規模縮小イメージ（仮）

①向日市民温水プール（仮）

③規模縮小部分（仮）

②向日市健康増進センター

■参考：規模縮小（参考イメージ）

①向日市民温水プール（仮）

③規模縮小部分（仮）

②向日市健康増進センター

25ｍプール 25ｍプール

幼児用プール

※イメージ図のため、実際のプールの配置や施設規模等とは異なる可能性があります。



【資料３】文化財の取扱いについて
■既存建物と同一箇所に同一規模以下の建物・外構等を施工する場合

■既存建物と別の箇所、または既存建物より大きな施設へ施工する場合

向日市文化財保護条例に基づく市指定史跡の現状変更提出・文化財保護法第94条第1項通知書提出

【発掘調査済地に設置】
向日市文化財保護審議会：審議

現状変更承認または非承認

向日市文化財保護条例に基づく市指定史跡の現状変更提出・文化財保護法第94条第1項通知書提出

【発掘調査済地に設置】 【未発掘調査地に設置】
向日市文化財保護審議会：審議 向日市文化財保護審議会：審議

現状変更承認または非承認 発掘調査の実施

向日市文化財保護審議会：審議

現状変更承認または非承認



【資料４】近隣市区町村プール (公共施設)の利用料金

■利用料金一覧

施設名 市区町村名 開館 一般利用料金
（市民）

一般利用料金
（市民以外） 駐車場料金

京都アクアリーナ 京都市
右京区 2002年 ８３０円 ８３０円 平日 １時間２５０円

土日祝 １時間３００円

伏見港公園プール 京都市
伏見区

1982年
※温水プール

６００円
(３時間)

６００円
(３時間)

最初の30分未満 ０円
30分以上１時間以内 ３００円
1時間超、1時間につき １００円

京都市やまごえ温水プール 京都市
右京区 2002年 ６２０円 ６２０円 無料

田辺公園プール 京田辺市 1991年 ５００円 １,０００円 無料

施設名 市区町村名 開館 一般利用料金
（市民）

一般利用料金
（市民以外） 駐車場料金

向日市民温水プール 向日市 1995年 ６１０円 ６２０円 無料

■参考（令和３年度・施設休館前）



【資料５】図書スペース・キッズスペース 参考事例

■向日市立図書館

児童図書コーナー

■向日市役所・東向日別館４階

キッズスペース



【資料６】マルシェ等ができる施設・参考事例
■まちてらすＭＵＫＯ（向日市）

まちてらすマルシェ・チラシ 施設外観

マルシェの様子

■女性活躍センター あすもあ（向日市）

あすもあマルシェ・チラシ 施設外観

マルシェの様子



【別紙７】公園整備 参考事例
■森本東部ふれあい公園（向日市） ■森本東部どんぐり公園（向日市）

2023年７月供用開始 2023年７月供用開始



【資料８】第２回会議資料・他自治体事例（防災公園整備）

■葛西防災公園
①自治体名：東京都 江戸川区

②公園名称：葛西防災公園

③開 園：2015年３月（平成27年３月）

④設置経緯：老朽化した江戸川プールガーデン(レジャープール)を閉鎖。
建物の一部を再利用し、葛西防災公園として整備。

⑤敷地面積：約22,386㎡

⑥主な設備：防災倉庫、かまどベンチ、井戸、マンホールトイレ
テニスコート（人工芝６面）
テニスコート（ハード２面 ※フットサル兼用）
遊具広場、芝生広場

■参考箇所
①レジャープール跡地を防災公園として整備。建物の一部を再利用。
②防災倉庫やかまどベンチなど防災機能を有し、防災拠点。
③平常時は、芝生広場や遊具広場、テニスコートとして利用できる。

出典：江戸川区ホームページ



【別紙９】前回会議後に各委員から寄せられた意見

■主な意見（施設規模・プール付帯設備）

・既存施設よりも規模縮小すべき、幼児用プールも不要。

・建物全体として規模縮小すべきだが、プール自体の規模は検討が必要。

・幼児用プールも設置してほしい。プールの高い天井は不要。

・25ｍプールで幼児用も一体的に利用できるようにしてはどうか。

・ジャグジー、採暖室どちらかの設置は必要。温浴設備も設置してはどうか。



【別紙10】前回会議後に各委員から寄せられた意見

■主な意見（施設全体及び建物内の設備関連）

・環境に配慮
・建設費や維持管理費など、できる限りコスト削減
・木のおもちゃなどで遊べるキッズスペース
・読書ができる小さな図書館のような図書スペース
・マルシェや体験型イベントができるような多目的ルーム

■主な意見（利用料金）

・市民と市民以外で料金を区分すべき。

・利用者には、それ相応の負担を求めるべき。

・駐車場も有料とすることが必要。



【別紙11】前回会議後に各委員から寄せられた意見

■主な意見（余剰スペース）

・防災に関連する整備

・スポーツに関連する整備

・今後周辺のまちづくりがどうなるか判断できないので、まだ整備すべきではない

・施設の周りにウォーキングコース

・子どもの遊具


